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そ
の
家
は
「
病
院
坂
の
、

総
リ
の
家
」
と
呼
ば
れ
て
」

ナ
~
。長

い
坂
の
中
腹
に
は
洋
館

の
焼
失
し
た
残
骸
が
あ
り
、

そ
れ
に
接
続
し
て
崩
れ
か
か

っ
た
屋
敷
が
あ
る
。
明
治
か

ら
終
戦
削
ま
で
繁
栄
し
た
法
眼
病
院
跡
で
あ
る
。

法
眼
病
院
は
戦
争
末
期
の
空
襲
で
崩
壊
し
院
長
の
琢

也
も
失
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
才
媛
の
妻
・
弥
生
が

夫
を
補
佐
し
て
理
事
長
と
な
り
、
病
院
の
運
営
に
た

ず
さ
わ
っ
て
い
た
。

そ
し
て
:
:
:
終
戦
翌
年
の
二
十
一
年
に
山
内
冬
子

と
い
う
女
性
が
こ
の
家
で
経
死
し
た
た
め
、
い
つ
し

か

H
首
経
り
の
家

H
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

病
院
坂
を
下
る
と
古
い
街
並
み
が
あ
り
、
本
保
写

真
館
が
あ
る
。
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
三
代
に
わ
た

る
古
舗
で
開
業
当
時
か
ら
の
乾
板
、
フ
ィ
ル
ム
が
保

存
さ
れ
て
い
る
の
が
当
主
・
徳
兵
衛
の
自
慢
で
あ
る
。

昭
和
二
十
六
年
初
久
、

7
1
1
渡
米
用
の
パ
ス
ポ
ー
ト

を
撮
り
に
き
た
金
田
一
耕
助
は
、
最
近
、
恐
怖
感
に

お
び
、
え
て
い
る
徳
兵
衛
か
ら
身
辺
調
査
を
依
頼
さ
れ

た
。
そ
の
復
、
徳
兵
衛
の
息
子
・
直
吉
は
奇
妙
な
結

婚
記
念
の
出
張
撮
影
を
頼
ま
れ
た
。
溢
死
事
件
の
あ

っ
た
忌
わ
し
い
法
眼
家
の
洋
間
で
、
中
央
に
風
鈴
を

飾
っ
た
髭
面
の
男
と
色
白
の
花
嫁
の
結
婚
写
真
で
あ

る
。
翌
日
、
写
真
を
み
た
徳
兵
衛
は
、
花
嫁
が
法
眼

家
の
娘
・
由
香
利
と
酷
似
し
て
い
る
の
に
篤
ろ
い
た
。

そ
の
後
:
:
:
再
び
同
じ
場
所
で
か
風
鈴

H

の
撮
影

を
注
文
さ
れ
、
出
向
い
た
徳
兵
衛
、
直
士
口
、
弟
子
の

黙
太
郎
、
金
田
一
は

H
風
鈴

u

を
み
て
驚
惜
し
た
。

シ
ャ
ン
デ
リ
ヤ
の
鎖
に

H
風
鈴

H

の
よ
う
に
吊
さ
れ

て
い
る
の
は
無
惨
に
も
首
を
斬
り
落
さ
れ
た
髭
面
の

男
の
血
の
し
た
た
る
生
首
だ
っ
た
。
黙
太
郎
は
、
部

屋
の
隅
か
ら
と
び
出
し
て
き
だ
ジ
ャ
ズ
コ
ン
ボ
「
怒

れ
る
海
賊
た
ち
」
の
ギ
タ

l
奏
者
・
吉
沢
平
次
を
捕

、
え
た
。

所
轄
署
に
「
生
首
風
鈴
殺
人
事
件
」
俊
査
本
部
が

設
置
さ
れ
、
県
警
の
等
々
力
警
部
を
陣
頭
に
阪
東
刑

事
ら
が
家
主
の
法
眼
弥
生
、
由
香
利
、
五
十
嵐
滋
、

田
辺
光
枝
、
死
体
発
見
者
の
徳
兵
衛
、
直
士
口
、
黙
太

郎
、
金
田
一
を
現
場
に
集
め

た
が
、
金
田
一
ら
は
由
香
利

が
花
嫁
と
あ
ま
り
に
酷
似
し

て
い
る
の
に
息
を
の
ん
だ
。

殺
人
容
疑
者
と
し
て
逮
捕
さ

れ
て
い
た
吉
沢
は
、
花
婿
、

花
嫁
は
血
の
つ
な
が
り
の
な

い
山
内
敏
男
、
小
雪
兄
妹
で
、

街
は
づ
れ
の
空
き
ガ
レ
ー
ジ

早
速
、
ガ
レ
ー
ジ
に
急
行
し
た
俊
査
陣
は
、
ム

の
ト
ラ
ッ
ク
の
中
で
血
に
濡
れ
た
毛
布
、
金
鎚
、
鋸

な
ど
、
死
体
を
切
断
し
た
と
思
わ
れ
る
凄
惨
な
現
場

を
発
見
し
た
。
等
々
力
警
部
は
、
ジ
ャ
ズ
仲
間
の
佐

川
の
靴
底
に
付
着
し
て
い
た
血
痕
が
現
場
の
も
の
と

一
致
し
た
た
め
殺
人
は
敏
男
、
小
雪
、
佐
川
の
三
角

関
係
に
よ
る
痴
情
犯
罪
で
小
雪
、
佐
川
の
共
同
犯
行

と
断
定
し
た
。

そ
の
頃
、
金
田
一
は
加
納
巡
査
が
か
つ
て
手
掛
け

た
「
法
眼
家
経
死
事
件
」
か
ら
冬
子
の
遺
児
が
敏
男

と
小
雪
で
あ
っ
た
こ
と
を
つ
き
と
め
た
。

小
雪
か
ら
仙
波
査
本
部
へ
の
遺
書
|
|

い
っ
た
ん
は
結
婚
を
承
諾
し
た
も
の
の
、
別
離
の

話
か
ら
狂
暴
に
な
っ
た
敏
男
さ
ん
と
争
う
う
ち
に
鉄

が
兇
器
と
な
り
刺
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
母
を
不
幸

な
犯
に
追
い
つ
め
た
法
以
家
へ
一
筋
に
復
讐
の
念
を

燃
や
す
敏
男
さ
ん
は
、
首
を
母
が
死
ん
だ
場
所
に
吊

る
す
こ
と
を
遺
言
し
私
は
そ
れ
を
実
行
し
た
の
で

す
。
神
聖
な
、
儀
式
と
し
て
:
:
:
私
は
兄
を
追
い
母

の
許
へ
旅
立
ち
ま
す
|
|

だ
が
、
金
田
一
の
推
理
通
リ
、
そ
の
遺
書
か
ら
は

小
雪
の
指
紋
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。

由
香
利
と
小
雪
は
す
り
替
っ
た
の
か
:
:
:
?

犯
人
は
金
田
一
の
苦
悩
を
欄
笑
す
る
か
の
よ
う
に

花
嫁
に
疑
問
を
抱
く
徳
兵
衛
を
暗
室
の
水
槽
に
首
を

沈
め
て
殺
し
、
法
眼
家
に
関
す
る
写
真
乾
板
を
こ
と

ご
と
く
割
っ
て
し
ま
っ
た
。
続
い
て
由
香
利
と
小
雪

の
替
、
ぇ
玉
?
で
滋
を
脅
迫
し
て
い
た
吉
沢
を
ギ
タ
ー

の
経
で
絞
殺
し
た
。

金
田
一
は
「
生
首
風
鈴
事
件
」
に
端
を
発
し
て
形
の

違
う
三
つ
の
殺
人
事
件
に
ひ
と
つ
の
原
点
を
発
見
し
た
。

黙
太
郎
の
協
力
で
法
眼
、
五
十
嵐
一
族
の
複
雑
な

系
譜
を
た
ど
る
う
ち
に
妖
気
と
呪
誼
が
重
な
り
合
っ

た
恐
怖
の
事
実
を
発
見
し
た
。

果
た
し
て
三
つ
の
殺
人
事
件
の
犯
人
と
そ
の
真
相

を
と
く
鍵
は
:
:
:

「
法
眼
家
」

の
系
図

「
五
十
嵐
家
」

妻
(
亡
)

下
|
|
|
敏
男

山
内
画
伯
(
亡
)

一
(
後
妻
)

冬
子

(
愛
人
関
係
)
T
I
l
l
小
雪

琢
也
(
亡
)

老推理作家

愛

人宮
馬- -r- 関坂

Elq

-
鉄

灘
」
花
園
海
軍
士
官
(
亡
)

淵
一
医
人
関
係
)

「
千
鶴

ー
由
香
利

金田一耕助

弥
生
ノ

(
養
女
)
1
弥

生

五
十
嵐
猛
蔵
(
亡
)

¢.!'!，回泰

子辺一ー「
八光 | 蔵
閉|
枝 l

色滋主

本
条
徳
兵
衛

l

直
吉
|
日
夏
黙
太
郎

等
々
力
警
部
|
阪
東
刑
匡
|
加
納
巡
査

「
犬
神
家
の
一
族
」
「
悪
魔
の
手
箆
唄
」
「
獄
門
島
」

「
女
モ
蜂
」
と
、
大
ヒ
ッ
ト
を
放
っ
て
い
る
東
宝
の

ド
ル
箱

H
金
田
一
耕
助
シ
リ
ー
ズ

u
の
第
五
作
目
で
す
。

こ
の
作
品
は
、
昭
和
五
十
一
年
か
ら
約
二
年
間
に

わ
た
り
月
刊
誌
「
野
性
時
代
」
に
連
載
さ
れ
話
題
を

呼
ん
だ
最
新
作
を
原
作
に
、
横
溝
文
学
を
華
麗
に
総

括
す
る
市
川
昆
大
作
で
す
。

明
治
か
ら
戦
前
ま
で
隆
盛
し
、
い
ま
は
+
廃
屋
と

な
っ
て
い
る
法
眼
家
で
の
生
首
風
鈴
殺
人
事
件
に
端

を
発
し
て
の
連
続
殺
人
事
件
、
次
々
と
あ
ば
か
れ
て

い
く
呪
わ
れ
た
運
命
の
糸
に
あ
や
つ
ら
れ
た
怨
念
に

満
ち
た
複
雑
な
人
間
模
様
、
金
田
一
耕
助
最
後
の
そ

し
て
最
大
の
難
事
件
は
、
波
乱
の
ス
ト
ー
リ
ー
意
外

な
人
物
関
係
、
思
わ
ず
息
を
谷
む
ス
リ
ル
と
サ
ス
ペ

ン
ス
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
シ
リ
ー
ズ
最
高
の
超
娯
点

作
で
す
。
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